
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バス路線退出説明会を開催 

平成２２年５月 7 日（木）午後７時から上公民館大会議室において、上地区バス路線

退出に関する説明会を開催し、５４名の方々の参加をいただきました。 

今回、湘南神奈交バスが退出意向申し出をした路線は、松田ランド線・みくるべ線・新

松田駅線の３路線です。市からはバスの利用状況を説明し、今後の交通の確保策を検討す

るための地元組織立ち上げのお願いをしました。 

 

 

赤字額約１４００万円 

湘南神奈交バスによれば、松田ランド線・みくるべ線の運行経費は、年間約２２００万円。

約１４００万円の赤字であるということです。 

現在、市では市内で発着する松田ランド線・みくるべ線の２路線を維持するために、平成

17 年度から年間５００万円の運行補助を行ってきました。バス路線を維持するためには、市

が更なる支援をする必要がありますが、市としては補助を増額する考えはありませんので、負

担の軽減と地域の足の確保に向けて、地元と一緒になって検討していきたいと思います。 

他の交通の検討事例としては、①乗合タクシー②デマンド型のりあいタクシー③民間の送迎

バスなどが考えられます。また、運行主体としては、①自治体運営②自治会やNPO等の法人

などが考えられますが、どういう運行が上地区にとってよいのか知恵を出していきましょう。
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説明会出席者アンケート

 

◎バスがなくなった場合、日常生活に支障がありますか。 

ある ８５% 

◎バスがなくなった場合、代わりの移動手段を確保する必要がありますか。 

必要である ９５% 

◎代わりの移動手段を確保する場合、現在のバス運賃より負担額が多くなっても利用します

か。 

利用する ８０% 

◎代わりの移動手段を確保する場合、現在より多少不自由になっても利用しますか。 

利用する ６９%  利用しない ２３% 

◎代わりの移動手段を確保する場合、どういう運行方法がよいと思いますか。 

多種多様なご意見をいただきましたが、コミュニティバス、タクシー、循環バス等で 

病院、スーパー等に行き易い路線を希望する声が多くみられました。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乗降人員調べを実施 
 

◎ 利用回数 

・平日１～２日 24% ・平日毎日 ２０% 

・平日３～４日 2０％  

◎ 主な利用目的は 

 ・通勤  ３０%  ・買い物 2１%  ・通院 １６% 

◎ バスがなくなった場合の移動手段は 

 ・自転車、徒歩 4２%  ・自家用車 ２９% 

◎ 別の公共交通になった場合、負担できる金額は  

 ・バスと同額 ４２%   ・300円 2４% 

◎ 自宅付近で乗り降りできた場合の負担できる金額は 

 ・バスと同額 ３８%  ・300円 2６% 

◎ 希望運行時間帯 

渋沢駅着 

・平日午前６～９時の希望がもっとも多く、次に 

土曜日午前８～９時の希望が多く見られました。

渋沢駅発 

・平日・土曜日の午前１１時台の希望がもっとも多

く、次に平日の午後８～９時台と、平日・土曜日
の午後５～７時台の希望がありました。 

利用者アンケート集計の結果 

５月１４日（金）、１５日（土） 
１６日（日）の３日間、松田ラン 
ド線・みくるべ線の乗降人員調査
と、利用者アンケート調査を併せ
て行いました。 
     乗降人数   (人) 

 
１４日 

（金） 

１５日 

（土） 

１６日 

（日） 

往

路 
32 19 14 

復

路 
57 23 10 

松

田

ラ

ン

ド

線 
計 89 42 24 

往

路 
36 19 19 

復

路 
25 18 6 

み

く

る

べ

線 計 61 37 25 

合計 150 79 49 

≪説明会で質問のあったことについて≫ 

１．真鶴町のコミュニティバスの運行状況について 
真鶴町で行っているコミュニティバスは、次のとおりです。 
 
運行日  平日のみ 
車両    １０人乗りワゴン車（乗車人数は８人まで）リース車両 
運賃    無料 
運行時間  ９時～１６時４０分、１９時～２１時３０分 
ルート  全４ルート 

・昼のみ３便  
・昼２便・夜２便   
・昼３便・夜１便 が２ルート 

※すべて真鶴駅出発で、役場、体育館、郵便局、診療所、医院、商業施設など
約２０ヶ所前後を回り真鶴駅へ戻るルートになっています。 

運行形態 昼間：町の正規職員（運転手）と臨時職員（補助員） 
夜間：臨時職員（運転手）と臨時職員（補助員） 

経費   年間３５０万円 （職員給料は別） 
 
２．乗合タクシー運行経費 
 
    現在、実証運行している路線固定型乗合タクシーの経費は、昨年１１月に経費の大
幅見直しをした運行経費（バス停設置、広告宣伝費用を除く）を年間換算すると年間
約１,９００万円（渋沢・日赤ルート、おおね台ルートの２路線）の経費で運行できま
す。 

    内訳：人件費 約８００万円 燃料費 約１８０万円 車両維持費 約２７０万円  
車両リース費 約３７０万円 管理費 約２７０万円 

    ★１台で運行できるダイヤであれば、約９００万円の経費で運行可能です。 


